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問
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2023年6月 7日現在
シールド機(1号機)は
ここにいます。

JR東海が川崎市内でリエア大深度地下調査掘進開始
～ 2か月で予定の 15～ 25分の 1しか進まず ?

調
査
掘
進
は
、
東
京
外
環
道
大
深
度
ト
ン
ネ

ル
エ
事
で
、
事
前
の
地
質
調
査
が
不
十
分
で
、

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
施
工
管
・理
ミ
ス
が
重
な

り
地
盤
陥
没
な
ど
の
人
事
故
が
発
生
。
こ
れ

を
受
け
て
Ｊ
Ｒ
東
海
が
り
ニ
フ
本
工
事
の
前

に
東
京

・
北
品
川
、
川
崎

・
梶
ヶ
谷
非
常
□
ヽ

東
百
含
ヶ
丘
非
常
□
か
ら
掘
削
を
開
始
．

掘
進
の
具
体
的
な
情
報
が
な
い
た
め
不
安

Ｊ
Ｒ
東
海
は
二
月
二
七
日
梶
ヶ
谷
非
常
□
か
ら
犬

蔵
方
面
に
向
け
て
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
目
途
に
調
査

掘
進
を
開
始
し
、
三
月
三
〇
日
か
ら
は
東
百
合
ヶ
丘

非
常
□
か
ら
片
平
に
向
け
て

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
目

途
に
調
査
掘
進
を
始
め
ま
し
た
。

６
月
８
日
に
更
新
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の
調
査
掘
進

進
捗
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、
掘
進
距
離
は

一
〇
メ
ー

ト
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
リ
エ
ア
の
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン

（
ト
ン
ネ
ル
掘
削
機
）
の
円
径
は

一
四
メ
ー

ト
ル
と
巨
大
な
も
の
で
、
掘
削
能
力
は

一
日

一
〇
メ

ー
ト
ル
以
上
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
定
で
は
ハ

月
に
は
調
査
掘
進
が
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

報
告
が
正
確
な
ら
ば
、　
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
掘
進
が
八
月
に
終
了
す
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
梶
ヶ
谷
非
常
□
の
調
査
掘
進
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

梶
ヶ
谷
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
内
で
す
が
、
東
百
合
ヶ
丘
非

常
□
の
調
査
掘
進
は
民
有
地
に
か
か
る
た
め
、
住
民

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
掘
削
し
て
い
る
の
か
、

振
動
や
作
業
音
が
ど
の
程
度
か
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
を
す
べ
き
で
す
。
北
品
川
や
愛
知
県
春
日
丼

市
の
調
査
掘
進
は

一
年
以
上
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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リエアトンネルと川崎市導水隧道近接場所

最近接場所

リニアルート
第二導水隧道

麻生区
東首合ヶ

第一導水隧道

内径2.45m

リ
エ
ア
ト
ン
ネ
ル
と
川
崎
市
導
水
隧
道

の
近
接
交
差
で
Ｊ
Ｒ
東
海
が
上
下
水
道

局
に
工
事
関
連
資
料
を
提
出

～

四

・
二
九
メ
ー
ト
ル
の
交
差
で
も
工
事
や

供
用
時
の
影
響
は
は
な
い
の
か
？

Ｊ
Ｒ
東
海
が
二
月
、
川
崎
市
上
下
水
道
局
に
、
川

崎
市
の
第
二
導
水
隧
道
上
に
お
け
る
リ
エ
ア
ト
ン
ネ

ル
エ
事
に
つ
い
て
の
協
議
資
料
を
提
出
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
リ
エ
ア
ト
ン
ネ
ル
と
川
崎
市
の
第

一
、
第
二
導
水
隧
道

（相
模
原
市
か
ら
川
崎
市
内
に

水
道
水
を
送
水
し
て
い
る
導
水
管
ト
ン
ネ
ル
）
が
、

川
崎
市
内
と
相
模
原
市
内
な
ど
五
か
所
で
近
接
交
差

（
一
か
所
は
東
百
含
ヶ
丘
非
常
□
）
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京

・
神
奈
川
連
絡
会
は

二
〇

一
七
年
か
ら
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
Ｊ
Ｒ
東

海
と
川
崎
市
上
下
水
道
局
に
対
し
協
議
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
、
両
者
と
も
詳
し
い
協
議
内
容
を
説
明
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
最
近
接
交
差
箇
所

（
四
メ
ー
ト
ル
余
り
）
で
あ
る
相
模
原
市
西
橋
本
の

リ
エ
ア
エ
事
に
伴
う
第
二
導
水
隧
道
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
詳
し
い
説
明
資
料
を
、
今
回
、
川
崎
市
に
提

出
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
所
で
の
近
接
交
差
は
、
円
径
三

・
五
メ
ー

ト
ル
の
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
上
部
を
円
径

一
四
メ
ー

ト
ル
の
り
ニ
ア
大
ト
ン
ネ
ル
が
交
差
す
る
こ
と
に
な
　
一

り
ま
す
。
既
設
構
造
物
と
の
距
離
が
ト
ン
ネ
ル
半
径
　
一

も
近
い
場
合
は
、
事
業
者
間
で
綿
密
な
協
議
が
迫
れ

一

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．一

Ｊ
Ｒ
東
海
が
安
全
を
保
障
す
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
　
一一

ん
。
川
崎
市
側
も
専
門
家
を
入
れ
た
主
体
的
な
検
討
　
一

を
行
い
、
川
崎
市
民
の
飲
料
水
や
工
業
用
水
の
ほ
と
　
一
一

ん
ど
を
供
給
し
て
い
る
導
水
隧
道
を
守
る
べ
き
で
す
。
一

水系/区分
相模川

区間 延長距離 管内径

第一導水ずい道 下九沢分水地～

長沢浄水場

21,636m 1.6-2.45d

第二導水ずい道 津久井分水地～

潮見台着水井

24,153.9m 3.5m

リニアのトンネル

内径14m

種別 供給能力 供給比率

表流水 252,αЮピ 33.3%

酒匂川 表流水 495,КЮポ 65.3%

相模川 10,嚢Юゴ 1.4%
計 758,0(X〕 nf 1(Ю%



2016年 5月 20日提訴

ス
ト
ッ
プ

・
リ
エ
ア
‥
訴
訟

提
訴
か
ら
七
年
、

七
月
一
八
日
、
東
京
地
裁
で
判
決

国
交
大
臣
の
リ
エ
ア
エ
事
実
施
計
画
の
取
消
し

を
求
め
て
七

一
八
人
の
原
告
が
東
京
地
裁
に
提
訴

し
て
七
年
が
経
過
し
、
七
月

一
八
日
東
京
地
裁
で

判
決
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
二
六
回
の
□
頭

弁
論
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
傍
聴
席
が
満
席
と
な

り
、
原
告
側
は
二
〇
人
を
超
え
る
原
告
の
意
見
陳

述
、
弁
護
国
の
弁
論
で
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
認
可
が

全
国
新
幹
線
鉄
道
計
画
法
や
鉄
道
事
業
法
、
環
境

影
響
評
価
法
に
違
反
し
、
工
事
を
進
め
れ
ば
南
ア

ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
自
然
環
境
を
壊
す

こ
と
、
ス
ピ
ー
ド
だ
け
を
追
求
す
る
リ
エ
ア
新
幹
線

の
安
全
対
策
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
被

告
で
あ
る
国
と
参
考
人
で
訴
訟
参
加
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ

東
海
の
リ
エ
ア
推
進
姿
勢
を
追
及
し
続
け
ま
し
た
。

国
は
争
点
と
し
て
の
リ
エ
ア
の
安
全
性
や
工
事
の

南
ア
ル
プ
ス
ヘ
の
影
響
な
ど
の
争
点
を
避
け
、
工
事

に
よ
る
具
体
的
な
影
響
が
な
い
原
告
に
裁
判
に
訴
え

る
資
格
が
な
い
と
主
張
し
て
来
ま
し
た
。

東
京
地
裁
は
被
告
側
の
意
向
に
沿
う
よ
う
に
、
二

〇
菫
Ｑ
年

一
二
月

一
日
、
原
告
数
を
三
分
の

一
に
減

ら
す
不
当
な
「
中
間
判
決
」
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後

原
告
適
格
を
奪
わ
れ
た
原
告
の
う
ち

三
ハ
七
人
が
東

京
高
裁
に
提
訴

（上
訴
）
し
て
い
ま
す
。

川
崎
市
内
の
原
告
は
全
員
適
格
を
認
め
る

中
間
判
決
は
五
三
二
人
の
原
告
適
格
を
否
定
し
ま

し
た
が
、
二
五
二
人
の
原
告
適
格
は
認
め
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
七
〇
名
あ
ま
り
の
原
告
は
川
崎
市
民
で
す
。

神
奈
川
県
内
の
相
模
川
源
流
部
で
リ
エ
ア
エ
事
が
行

わ
れ
た
場
合
、
川
崎
市
内
へ
送
ら
れ
る
水
道
水
の
影

響
が
あ
る
と
い
う
原
告
側
の
主
張
を
考
慮
し
た
裁
判

官
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
工
事
認
可
取
消
し
の
判
決
が
出
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
不
当
な
判
決
が
出
た
場
合
は
、
と

り
あ
え
ず
原
告
全
員
で
控
訴

（上
訴
）
す
る
海
針
で

す
が
、
控
訴
原
告
に
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
控

訴
後
に
原
告
の
皆
さ
ん
に
判
断
を
決
め
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
告
の
皆
さ
ん
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
当
日

の
傍
聴
、
報
告
集
荷
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
エ
ア
訴
訟
控
訴
審
の
最
終
弁
論
は

八
月
二
０
日
午
後
二
時
（東
京
高
裁
）

不
当
な
中
間
判
決
の
差
戻
し
を
求
め
た
り
ニ
ア
訴

訟
中
間
判
決
控
訴
審
の
最
終
弁
論
は
、
八
月
二
〇
日

（水
）
午
後
二
時
か
ら
東
京
高
裁

一
〇

一
法
廷
で
開

か
れ
ま
す
。
弁
護
団
の
弁
論
と
原
告
の
意
見
陳
述
が

行
わ
れ
結
審
し
ま
す
。
判
決
は
年
内
に
出
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

7月 18日 (水)地裁判決日のスケジュール

午後 1時    東京地裁前集合
簡単な集会

1時 30分 傍聴券抽選
2時    間廷・判決 (103号法廷)

(判決後地裁前で旗出し)

3時 30分 記者会見 (司法記者クラブ)
4時 30分 報告集会

「判決説明、今後の方針」

衆議院第二議員会館多目的会議塞

(午後 3時半から入館証配布)

6時    終了

ギ
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田
園
調
布
の
住
民
を
中
心
に

リ
エ
ア
大
深
度
地
下
使
用
認
可
取
消
し
を

求
め
る
行
政
訴
訟
を
提
起

二
〇
二

一
年
七
月

一
九
日
、
東
京

ｏ
田
園
調
布
の

住
民
ら
二
四
人
が
、
り
ニ
ア
大
深
度
工
事
の
差
し
止

め
を
求
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
を
相
手
取
っ
て
民
事
訴
訟
を

起
こ
し
、
現
在
東
京
地
裁
で
□
頭
弁
論
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
裁
判
で
原
告
側
の
中
心
に
立
っ
て
い
る
、
リ

エ
ア
か
ら
住
環
境
を
守
る
田
園
調
布
住
民
の
会
は
、

こ
れ
と
は
別
の
、
国
交
大
臣
に
よ
る
リ
エ
ア
大
深
度

地
下
使
用
の
認
可
を
取
り
消
す
よ
う
国
に
求
め
る
行

政
訴
訟
を
起
こ
す
方
針
を
決
ま
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
の
認
可
申
請
に
対
し
国
交
大
臣
は
二
〇

一
八
年

一
〇
月

一
七
日
、
大
深
度
地
下
使
用
を
認
可

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
東
京
、
神
奈
川
、
春
日

井
、
名
古
屋
の
市
民
ら
五
七
〇
人
が
行
政
不
服
審
査

法
に
基
づ
＜
審
査
請
求
を
国
交
省
に
提
出
、
そ
の
審

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
行
政
訴
訟
の
原
告

に
な
れ
る
の
は
こ
の
審
査
請
求
を
し
た
方
々
で
す
。

審
査
請
求
を
し
た
中
に
は
、
東
京

・
神
奈
川
連
絡

会
が
呼
び
か
け
て
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
深
度
工
事
差
し
止
め
訴
訟
は
六
月
二
七
日
午
後

一
時
半
か
ら
東
京
地
裁
で
開
か
れ
、
午
後
三
時
か
ら

行
わ
れ
る
報
告
集
会

（衆
議
院
第

一
議
員
会
館
第
５

会
議
室
）
で
凝
視
訴
訟
の
提
案
が
あ
る
予
定
で
す
。

第
二
八
回
公
書

・
環
境
フ
ェ
ス
タ
ヘ
参
加

五
月
二

一
日

（
日
）
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
南

武
線

・
田
園
都
市
線
溝
の
□
駅
前
デ
ツ
キ
で
、
第
二

八
回
公
害

・
環
境
、
健
康
ま
ち
づ
く
リ
フ
ェ
ス
タ
が

開
か
れ
、
三
〇
を
超
え
る
市
民
団
体
が
プ
ー
ス
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

東
京

・
神
奈
川
連
絡
会
も
川
崎
市
内
の
リ
エ
ア
エ

事
の
現
況
や
、
環
境
や
市
民
生
活
へ
の
リ
エ
ア
エ
事

の
影
響
を
写
真
な
ど
で
紹
介
し
、
プ
ー
ス
を
訪
れ
た

市
民
に
ズ
タ
ツ
フ
が
説
明
し
ま
し
た
。
　

／

川
崎
公
害
憲
者
家
族
の
会
も
、
市
民
の
声
を
無
視

し
て
、
気
管
支
ぜ
ん
そ
＜
憲
者
医
療
費
助
成
制
度
の

廃
止
を
提
案
し
て
い
る
川
崎
市
の
方
針
に
強
く
抗
議

し
て
い
る
こ
と
を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

リ
エ
ア
プ
ー
ス

ジ
ャ
ズ
演
奏

三
枝

豪
さ
ん
が
今
月
亡
く
ら
れ
ま
し
た
。
リ
エ
ア

問
題
に
取
り
組
ん
で
十

一
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、

東
京

・
神
奈
川
連
絡
会
に
関
係
す
る
方
々
が
何
人
か

亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
残
念
で
す
。

三
枝
さ
ん
と
は
十
年
以
上
の
お
付
き
合
い
で
し
た

が
、
英
国
紳
士
を
思
わ
せ
る
風
貌
と
、
り
ニ
ア
だ
け

で
な
く
、
原
発
廃
止
や
米
軍
基
地
問
題
な
ど
、
何
事

に
も
真
摯
に
そ
し
て
落
ち
替
い
た
物
腰
で
取
り
組
む

姿
に
学
ボ
こ
と
が
多
＜
あ
り
ま
し
た
。
御
礼
と
、
心

か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
Ａ
）

二薇 豪さんを・諄む

こ
こ
が
問
題
！
リ
エ
ア
新
幹
線
ニ
ュ
ー
ス
ー
０
４
号

発
行
　
リ
エ
ア
新
幹
線
を
考
え
る
東
京

・
神
奈
川
連
絡
会

天
野
捷

一
（中
原

ｏ
高
津
）
０
９
０

ｏ
３
９
１
０

ｏ
８
１
７
３

山
本
太
三
雄

（
自
前
）
　
　
０
９
０

ｏ
８
７
７
５

・
１
８
７
９

矢
沢
美
也

（麻
生

・
多
摩
）
０
９
０

・
６
１
０
８

・
６
５
６
８

｀`ヽ ■_


